
市民の皆さんからの投 稿 作品をご紹介します！

●みんな、注目！
長年続けているボランティア・市内のお気に入りの風景など

【内容】写真と100文字程度の紹介文　※営利活動は不可
●ごきげんスマイル♪
3歳以下のお子さんの笑顔の写真（応募時点）

【内容】写真とお子さんの氏名（ふりがな）・誕生日
●プラス（ワン）ファミリー
あなたの可愛いペット写真

【内容】写真と名前・種別・年齢

投稿作品 大募集！ あなたのご自慢の作品をお寄せください。広報たはらに関するご意見やご感想も
お待ちしています。 1003251

①投稿作品が採用された方、全員に
②投稿・意見をお寄せいただいた方の中から抽選で

図書カード
プレゼント！

応募方法
テーマ・内容と住所・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、Ｅメールまたは郵送にて。応募者多数の場合は、
抽選で掲載します。
※写真はデータの場合、JPEG形式で500ＫＢ～
1.5MＢ。プリントの場合は後日返却します
応募先
広報秘書課☎22-0138
郵便→〒441-3492住所不要
Ｅメール→　  koho@city.tahara.aichi.jp　

フレンドシップ
ドールプロジェクト

（事務局：川口）
　090-3303-7355

［投稿者］

「共生する社会に向かって」
～わたしからの発信、あなたからの発信～

女性会議
ウイットＷＩＴ

（森下）
090-4213-0596
☎／　　32-3963

［投稿者］

　昭和２（1927）年、福江小学校に青い目の人形がやってきました。これは日米友好の証と
して国内の小学校に12000体以上が贈られたうちの一体です。当時の日本では、その好意
に応えるために、各県を代表した日本人形58体をアメリカへと贈りました。これらの人形を

「答礼人形」といいましたが、当時の福江小学校では、これとは別
に、子どもたちの絵や習字とともに、独自の答礼人形をアメリカの
フラトン市に贈りました。この人形は「ミス・フクエ・アツミ」といいま
した。しかし、その後日米の戦争が起こり、日本へ贈られた多くの人
形がそうであったように、福江小学校の人形は、敵国の人形として
処分されてしまいました。
　それから69年後の平成８（1996）年、「福江小学校が贈った人形
がフラトン市の公立図書館に残されている」との手紙が福江小学
校に届いたのです。そして、かつて日本へ青い目の人形を贈った
人物の孫であるシドニー・ギューリック三世が、このエピソードを知
り、独自の答礼人形を贈ってくれた特別な小学校、という
ことで、福江小学校に新しい青い目の人形「カレン」をプレ
ゼントしてくれたのです。
　現在「カレン」は、福江小学校の校長室に大切に飾られて
います。「カレン」と「ミス・フクエ・アツミ」、この両国に残さ
れた２体の人形には、贈られた年代は違えども、日本とアメ
リカの子どもたちの友好と平和への願いが込められてい
ます。

《インタビュー（間瀬会長・川口事務局長）》
■「フレンドシップドールプロジェクト」とは？
　「ミス・フクエ・アツミ」のエピソードや、平和の大切さを広く知っていただきたいと思い、
立ち上げたプロジェクトです。この人形の存在は、地元でも長い間忘れられており、このま
ま風化させてはいけないと強く思いました。

■里帰り叶わず
　「ミス・フクエ・アツミ」の里帰り展ができないかと、フラトン図書館に手紙を書きました。し
かし、図書館からの返事は「人形が92歳で高齢のため動かせない」とのことでした。里帰り
は叶いませんでしたが、それでもこの人形のことを子どもたちに伝えたいという思いは消
えませんでした。

■紙芝居に思いを込めて
　そこで、子どもたちに伝えるのに紙芝居はどうかと考え、現在制作しています。日本はア
メリカと戦争をし、その時に初代の青い目の人形は壊されてしまいました。それまでの日米
の交流は途絶え、両国の人々は戦争で多くのものを失いました。このことを理解し、二度と
戦争はしてはいけないと、子どもたちの心に刻んで欲しいと願っています。

▲打ち合わせをする川口事務局長
（写真左）と間瀬会長（写真右）

▲ミス・フクエ・アツミ           

　お互いに尊重し合って、生き生きと生活するために、多様性の尊重とジェンダー平等の
講座を開催します。
■第1回  性の多様性を知る～自分らしく輝くために

【日　時】８月３１日（土）１4：００～１6：００
【内　容】性の多様性を学び、ＬＧＢＴが私たちにどう関わっているのか一緒に考えます
【講　師】安間優希氏
■第2回  メディアから考える「無意識の偏見」～我が事として考えるために～

【日　時】11月17日（日）１4：００～16：００
【内　容】メディアを検証しながら、日常の中に潜んでいるさまざまな「偏見」に気付くこと
のできる力を高めます
■第3回  誰も置き去りにしない「ＳＤＧｓ」と「ジェンダー平等」が未来を拓く

【日　時】12月8日（日）１4：００～16：００
【内　容】豊かで暮らしやすい持続可能な社会の実現のために、なぜ
男女平等が重要なのかを考えます
■共通事項　

【会場】田原福祉センター3階会議室【対象】どなたでも【受講料】無料【申込】1次締切：8
月27日（火）までに電話またはＦＡＸにて※第2、3回はその後も随時受付【託児】あり（先
着5名）※各講座の10日前までに電話にて申し込み
※SDGsとは、2015年9月の国連サミットで全会一致で採択された「誰一人取り残さない」持続可
能で多様性と包摂性のある社会の実現のため、２０３０年を年限とする１７の国際目標

マロンちゃん（10歳）
キャバリア・キング・

チャールズ・スパニエル♂
（赤羽根町 杉原さん）
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